


特別講演 『米国のNurse practitionerの現状』 

演者 エクランド源 雅子 先生 

 

教育講演 『日本における特定看護師の養成と制度化の

動向と課題』 演者 草間  朋子 先生 

 

CVTサミット開催に当たって 
プログラムデイレクター：松尾汎先生、宮田哲郎先生 

【脈管疾患への関心】人口の高齢化と生活様式の変化に伴う動脈硬化性
疾患および静脈疾患の増加は血管疾患への無（低）侵襲診断と治療への
関心を高めてきた。血管疾患診療を担うVascular laboratory（血管検査室：
Vascular Lab）は初診から確診・治療に至る経過を有効・迅速に機能させる

「システム」であり、大病院では院内システムの構築、クリニックなどでは
地域内での連携システムとして機能する。 
【脈管専門医と血管診療技師(CVT)の役割】Vascular Labを機能させる上で
「血管診療技師」(Clinical vascular technologist: CVT)の育成が必要であり、
2005年10月に設立された血管診療技師認定機構が認定したCVT563名が
全国で活躍している。しかし、CVTが血管診療をより上質なものにして、健

康長寿をめざす社会に、より貢献するために担うべき役割は何であろう
か？その制度のあり方、内容、教育体制、標準化などについて、今回は    
  特に「フットケアにおける 役割」に関して今後の方向性を模索したい。 
  
 

   ランチョンセミナー 

1： 『透析・糖尿病患者における末梢動脈疾患～早期発

見と治療戦略』 演者：小林 修三先生 

2： 『末梢動脈疾患を有する循環器疾患患者のリスク』～

Legs for Life～ 演者：横井宏佳先生 

3： 『静脈・リンパ管疾患の最前線』 演者：岩田博英先生 



糖尿病の罹患率の増加や高齢化により、全身の動脈硬化性疾患

は増加傾向にある。これに伴い、PAD (peripheral arterial 

disease) 患者も増加している。理学療法士にとってPAD の包括

的な知識と実践力は、今後ますますその要求が高まるであろう。

糖尿病やPAD の評価と運動療法、そして糖尿病性足病変に対す

るケア、適した靴やインソールの選択、さらには下肢切断に至った

患者に対する義足の選択と装着歩行訓練の提供など実に多岐に

わたる。これらの包括ケアは義肢装具士、看護師、医師といった

チーム医療においてその役割が発揮されるべきである。この企画

が理学療法士の皆様の役に立てれば幸いです。 

 

理学療法士ガイドライン２０１１ に沿って： 

『末梢循環障害（足病変）の包括的理学療法』 

～評価と運動、そして靴の選択と義足訓練まで～ 

プログラムデイレクター： 陳  隆明先生、林  久恵先生 

日本フットケア学会によるフットケア実践教室！！！！！ 

プログラムデイレクター：家城恭彦 
(A班)足のアセスメント 
班長：高山かおる先生 

 

(B班)爪のケア（角質のコントロール） 
 班長 加納智美先生 

 
事前申し込みが必要です！ 

URL: https://apollon.nta.co.jp/footcare-gifu9/ 
 

当セミナーは日糖協療養指導医取得のための講習会です。日本フットケア学会 フッ
トケア指導師認定更新（出席10単位）、日本看護協会認定看護師更新（出席3点） 
透析療法指導看護師資格ポイント（出席4点） 




